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★ご協力を感謝します★皆様に飢餓対策ニュースをお届けするために、毎月、ひばり障害者作業所（八尾市）､生活愛（大阪市など）、
　そして関西一円のボランティアの皆様が発送作業のご協力をして下さっています。ありがとうございます！

　新年明けましておめでとうございます。昨年ＪＩＦＨ
は主の導きと多くの方々の支えの中で、更なる活動の
拡大と社会的な公益性を目指して、一般財団法人とし
てスタートしました。皆様の尊い愛のささげものとお
祈りによるご支援、さらには具体的なご指導をいただ
き、心から感謝します。それらによって、世界の物心両
面の飢餓に苦しむ人々が何人救われてきたことでしょ
うか。
　世界の飢餓人口は今なお約９億人を数えています。
そのような中で日本のような
豊かな国に住む人々が、ほん
の少しだけでも他の人のこと
を考え、たとえ小さな力やお
金でも分かち合うことができたら、この世界はどん
なに豊かになることでしょうか。物質的な面だけでな
く、心も豊かにされることでしょう。
　先日、眞淳平著「世界の国１位と最下位｣という本
を読んでいて、意外なことを知りました。私たちはよ
く｢小さな島国の日本｣という表現をしますが、実は約
200ある独立国の中で、日本は上から60番目ぐらい
に位置している｢やや大きな島国｣なのです。さらに、
排他的経済水域まで含めると、6番目の大きさがある
のです。｢小さな島国｣という時に、こんな小さな国の

私たちには何もできません、というニュアンスも含ま
れているように感じます。しかし、やや大きな島国であ
り、6番目の広さを誇る事実を考えると、もはやその
言い訳も通用しません。実際に私たちの生活は豊かで
す。聖書にこう書かれています。『あなたの兄弟のひと
りが、もし貧しかったなら、その貧しい兄弟に対して、
あなたの心を閉じてはならない。また手を閉じてはな
らない。必ず彼に与えなさい。また与えるとき、心に未
練を持ってはならない。このことのために、あなたの

神、主は、あなたのすべての働
きと手のわざを祝福してくださ
る。』
　分かち合うことこそ、苦しむ

人々を助ける道であり、実はそれが私たち分かち合う
者も祝福される道なのです。9億という人の数は途方
もない数です。しかし、それでもまず始めなければな
りません。一人、そしてまた一人と分かち合う時に必ず
世界が本当に豊かにされる時が来ると信じます。どう
ぞ、今年もその一人としてＪＩＦＨの働きを支えてくだ
さい。皆様お一人お一人の上に神様の豊かな祝福をお
祈りします。 

日本国際飢餓対策機構　理事長　岩橋竜介

やや大きな島国の役割

1分間に17人（うち12人が子ども）・1日に2万 5千人・1年間では約1,000万人が、飢えのために生命を失っています。
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日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に
基づいて活動する非営利の民間海外協力団体 (NGO) です。1981 年にひとりの日本人がインドシナ難民救援に参加し
たことを契機として誕生しました。以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、教育支援、緊急援助、
人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food for the 
Hungry International Federation）の一員として、18 ヶ国 55 の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米
の開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。

　昨年の11月27日、大阪府八尾
市のグレース宣教会ユースネー
ション(中高生が集う教会)におい
てハンガーゼロアフリカ・チャリ
ティーライブが開催されました。
　このライブは当機構スタッフの

報告を聞いた学生の発案で、同教
会の中高生により行われたもので
す。当日は他府県からも含めて
100名以上が来場、４つの中高生
バンドの熱演もあり会場は熱気に
包まれていました。その中でス
タッフによる世界の飢餓の問題、
アフリカのニジェールの現状の報
告が行われました。会場での募
金やサポーターに申し込む学
生もいました。ぜひ支援者
の皆様も、様々な形でハン
ガーゼロ応援イベントを
企画してみてください。

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

ハンガー・ゼロ・サポーター大募集中！
今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガー・ゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口、協力します。（１口 1,000 円）
□  JIFH会員になり毎月定期的に財的協力をします。
　  毎月（　　）口、協力します。（１口 500 円）
□ 「世界里親会」に協力します。
　  説明書、里親会入会申込書を送ってください。
□  海外派遣スタッフを支援します。
 毎月（　　）円（　　　　　）スタッフ指定
□  海外派遣スタッフを支える会の会員になり、 
 協力します。毎月（　　）口（１口 1,000 円）
□  郵便自動引落の申込書を送って下さい。

氏
フリ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フリ ガ ナ

所：
〒
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

	▼申込日：　 	　年	　月	 	日▼

本年もどうぞよろしくお願い
いたします

　明けましておめでとうございます。
昨年も世界で貧困と飢餓に苦しむ方々
のために温かいご支援とお祈りを感謝
いたします。また各事務所でボラン
ティア参加、世界食料デーや地道な草
の根運動を継続して下った支援者の皆
様に、職員一同、心より感謝を申し上
げます。各事務所ではいつでも皆様の
ご来訪をお待ちしております。支援方
法のお問い合わせや講演依頼、チャリ
ティ企画のご提案などお気軽にお問い
合わせください。

▪ JIFH 30周年記念企画
　当機構は本年、発足より 30年を迎
えます。これを励みとして、飢餓対策
を推進していくために、５月に「ハン
ガーゼロ・チャリティコンサート」を
東京、大阪、愛知、広島、沖縄で開催
いたします。特別ゲストに韓国から４
本指のピアニストとして世界的に知ら
れるイ・ヒアさんが出演予定です。

▪ 韓国のフルート演奏者が応援
　２月関西地区で韓国人女性５人のフ
ルートクワイヤーのチャリティーコン
サートを開催します。詳しくはwebで。

▪ 年末年始も 本 de リンク！
〜眠っている古本や CD で国際協力〜

愛知事務所まで御連絡ください。
（11 月報告　本：428 冊、CD：12 枚）

▪ 訂正
本紙前号第 245 号と同送しました「年
次報告」中で、当機構評議員の氏名、
笹
4

川徹三は「笠川徹三」の誤りです。
お詫びとともに訂正いたします。

FAX・072-920-2155
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　飢餓に苦しむ人々のために、
愛の支援を続ける日本国際飢餓
対策機構のパートナーとして、
共に働くことができることを感
謝します。サポーターの皆様
に、ニジェールの現状をお知ら
せします。
　困難の中にはありますが、ニ
ジェールは美しい国です。そし
て人々は非常に友好的です。
　首都のニアメから隣国チャド
への数百キロの細長い地域に主
だった町があり、人口の多くが
この地域に集まっています。こ
こは砂漠に近い気候で河川がな
く、干ばつによる被害が特に大
きい地域です。経済活動といえ
ば、大きい企業がいくつかある
以外は、市場の小さな店や路
上での売り買いがほとんどで
す。仕事があれば１日２ドル

（約170円）、事務職や政府の
役人、ホテルなどで、1日３ドル
あるいは１ヶ月60～75ドルの収
入が現状です。

降雨ゼロから一転、豪雨被害

　私たちが支援を行っている地
域の一つで、2010年９月にJIFH
のスタッフに訪問して頂いたGB
村は、住民1,500人。この５、
６年の飢饉によって個人で蓄え
ていた食べ物や村の在庫が底を
つき、人々は食べ物を買うため
に、持っている物を売り、大切
な家畜を食べて生きのびてきま
した。７月から９月に降る雨を
頼りに、10月に収穫した穀物で
１年間食いつなぐ農業を行って
います。しかし今期は雨季に雨
がなく、遅れて降った雨が豪雨
で洪水になったため、現在は初

めから何も無い状況です。従っ
て支援が命綱となっています。
　マラリアという問題もありま
す。JIFHから防虫剤の入った繊
維で作られた蚊帳（オリセット
ネット）が贈られ、子どもたち
を守る努力が行われています。
　教育に関しては、公立の学校
が一つありますが、７才から14
才の子ども200人以上に対して
３クラス３人の先生という状態
です。
　バルナバス・ファンドは、ハ
ンガー・ゼロ・アフリカのサ
ポーターと協力して、多くの問
題を抱えているこの地域の人々
の自立支援を進めてまいりま
す。ニジェールの人々が、支援
を通して国外の多くの方々の愛
と祈りを感じることができるの
は大きな幸いです。

私がアフリカへ派遣された

のは、1993年８月でし

た。以来今日まで、アフリカ大

陸の７ヶ国の国々と関わって参

りました。この間、考えさせら

れることが幾つかありました

が、今回はその一つをお知らせ

いたします。

　日本とアフリカとの大きな違

いの一つは、治安と言えるで

しょう。世界有数の安全な国・

日本から、現在も紛争の絶えな

いアフリカの国々へ遣わされて

驚いたことは、日常的に銃を見

ることでした。同時に兵士、特

に国連軍との交流が生まれたの

は、これまでに無い経験でし

た。

　1993年、私が派遣されたソ

マリアでは、国籍の異なる数人

のスタッフたちが同じ建物の中

で起居を共にしていました。そ

こから数十メートル離れた所に

診療所を運営し、私は、村々へ

車で出向いて治療する移動診療

チームの一員として働いていま

した。

当時、私が所属していた国

際飢餓対策機構（ＦＨ

Ｉ）は、スタッフの身の安全と

車や薬品など資財を守るため民

兵を採用していました。ソマリ

ア人民兵たちは、24時間警護に

当たっていましたが、民兵を採

用していたのは、ＦＨＩだけで

なく、他のNGO(非営利民間援

助団体)や国連機関も同様でし

た。

　ある日、私たちの住居であり

事務所でもあった建物に８人の

ソマリア人たちが発砲しまし

た。私たちの民兵たちも反撃し

十数分間の銃撃戦になりまし

た。やがて、銃口を向けたソマ

リア人たちは退去しましたが、

その数時間後、10人余りの国

連の兵士がやって来ました。彼

らは約2週間駐留し、私たちと

同じ建物の中で寝食を共にしま

した。その時の司令官がキュー

バ人で、彼は日本に駐屯したこ

ともあり親日家でした。

翌朝、彼は何を思ったの

か、身の上話をとつとつ

と私に語るのでした。その途

中、事件の調査報告のため独り

駐屯地へ戻る彼を迎えにヘリコ

プターがやって来ました。急い

で身支度を整えた彼は、防弾

チョッキを着て、長短2種類の

銃を持ち、ヘルメットを脇に抱

えトランシーバーを手に、上空

を旋回しているヘリコプターと

交信しながら、ゆっくりとヘリ

ポートへ歩いて行きました。

「また会いましょう‥」と微笑

みながら手を振って機内へ入る

彼は独身でしたが、恋人か妻が

ここに居たなら彼の姿はどのよ

うに映ったのだろう。轟音と粉

塵を舞い上げて飛び立ったヘリ

コプターを見送りながら、「銃

の用途は‥、戦争と平和は‥」

など、単純で複雑な疑問が私の

頭を交錯するのでした。

（竹内緑の連載は今回で終了）

…　兵士　…
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竹内　緑
1993年以来、ソマリ
ア、旧ザイール、アン
ゴラ、エチオピアで緊
急支援に従事。2006年
9月からルワンダのカモ
ニ郡でトラウマ被害者
支援に取り組む。
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●ハンガー・ゼロ・サポーターのお申し込みは、専用ウエブサイト http://www.jifh.org/hungerzero/　からもできます
　ハンガーゼロをあなたのお知り合いにも！「ハンガーゼロ・プラスワンセット」各事務所までお求めください。（無料）

からだ
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で感じる支援です

　2010年夏、当機構ではハンガー・ゼロ・アフリカのサ
ポーターのご協力によって、ニジェールの人々のために、穀
物、粉ミルクとビタミン剤、蚊帳などを支援することができ
ました。これらの支援は当機構の現地でのパートナー団体、
英国のバルナバス・ファンドを通しておこなわれました。
副代表マーク・グリーン氏からのレポートを掲載します。
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　小生は、ＪＩＦＨ（日本国際飢
餓対策機構）の呼びかけによる
「教職者視察研修」(10月28日か
ら11月6日)に、事実確認と新た
な人類の平和構築へ期待を込めて
参加しました。鹿児島からルワン
ダ国首都のキガリまで40時間の
長い飛行機の旅でした。

ルワンダの悲劇

　ルワンダには、「千の丘の
国」という表現がぴったりの平
和でのどかな風景がありまし
た。1994年4月6日にフツ族出身
の大統領の飛行機が撃墜された

ことがきっかけで、ツチ族への
無差別殺戮事件へと発展しまし
た。19世紀にドイツ、20世紀に
ベルギーによる植民地支配がこ
のような悲劇を生み出すもとに
なったと聞きました。電気も水
道もなくバナナ園栽培や家畜の
育成で生活する村人たちの間に
突然襲ってきた無差別殺戮行為
です。
　ニヤマタの集落では、安全を
見越して避難していたカトリッ
ク聖堂に民兵たちは手榴弾を投
げこみ、なたで皆殺しを図り1
万人が犠牲になりました。虐殺

記念館として保存されている元
聖堂の壁には、乳幼児を叩きつ
けた跡が黒々とあり思わず目を
背けてしまいました。
　国連などの介入によって無
差別殺戮行為は一応収集しま
したが、前代未聞の驚くべ
き事件のゆえに政府の力では
解決できない状態が数年間続
いたとのことです。そのと
きにNGO（民間団体）であ
るREACH(Reconci l iat ion	
Evangelism	And	Christian	
Healing	 for	Rwanda・「ルワ
ンダの人々の癒しと和解」)の働

きが始まりました。難民経験者
でルワンダ人聖職者フイルバー
ト・カリサ氏をはじめとする有
志（クリスチャン）が立ち上
がったのです。被害者と加害者
が共生共存する社会作りを目指
して人々に呼びかけて活動を展
開しました。

REACHのスタッフとして働く

佐々木和之さん

　佐々木さんは、日本国際飢餓
対策機構の職員として1988年か
ら2000年までエチオピアで農業
指導を通してアフリカの人々の
自立支援活動に関わってきまし
た。しかし、植民地から脱皮し

て独立国家が誕生する過程で多
くの国で内戦や難民が続出しま
した。「平和学」を英国の大学
院で修めた佐々木さんは、2005
年よりルワンダでのREACHの
活動に参与して、「和解・赦
し・償い」のプロジェクトに従
事しています。①癒しと和解セ

ミナー②被害者側と加害者側家
族による協働活動支援③償いの
プロジェクト（虐殺加害者によ
る虐殺生存者のための住居建
設）④スポーツ・文化活動を通
しての青少年平和交流プログラ
ムが主な活動です。
　キレヘの集落で行われた集団
会見は圧巻でした。虐殺生存者
のサベリアナさん（女性）と
彼女を傷つけ家を破壊し財産
を強奪した虐殺加害者のタデオ
さんたち（男性）が並んでの会
見です。彼女の顔には大きな傷
跡が痛々しく残っています。加
害者たちは同じ集落のツチ族を
襲い殺害や傷を負わせました。
「償いとして女性の家を作りま
す」。具体的な被害者に対する
償いの働きが進められていま
す。佐々木さんはじめREACH
の活動による確実な和解への一

歩を実感しました。異国の地で
日本人として平和構築に献身す
る佐々木さんの働きに誇りを覚
え拍手を送りました。

和解と癒しの働きを通して

見えてくるもの

「加害者たちを赦さず、彼ら
と和解せずにいるなら、毒を
持って人生を歩むようなもので
す。人を赦すことこそ自分の将
来に幸福な生活を築く鍵なので
す」（REACH代表カリサ氏の
言葉）
「神はキリストを通して私たち
をご自身と和解させ、また、和
解のために奉仕する任務を私た
ちにお授けになりました。」
（新約聖書コリント人への第二の

　手紙５章18節）

（2010年12月14日記）

はじめに

20世紀は地球規模で大きい変革の世紀
でありました。人口の増加（15億から
60億人へ）、文明の進化（貧富格差の
拡大、食料危機・飢餓対策）、戦争によ
る大量殺戮（２度の世界規模戦争による
１億人の犠牲者）などであります。
その中で1994年４月、中央アフリカの
小さな国ルワンダで起きたジェノサイ
ド(大量殺戮）では、僅か100日間で80
万人が犠牲者となり、世界中の人々を震
撼させるものとなりました。

麦　野　　賦
みつぎ

伊集院キリスト教会協力牧師
伊集院幼稚園長

視察報告

憎悪から和解への「癒しへの旅」
RWANDA

『幾千の丘』から眺めるキガリの町並み

ツアー参加者とともに、後列右から2人目に麦野さん
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虐殺の現場のひとつのニヤマタカトリック教会を訪れる

佐々木さん㊧とREACH代表カリサさん㊥

民族間の和解のプログラムとして行われているルワンダ伝統音楽の演奏風景



　芦屋国際児童画展が、兵庫県
のJR芦屋・駅前広場地下部（ラ
ボルテ大丸地下通路）で2010年
10月８日から17日まで開催され
ました。
　子どもの絵画を通して、開発
途上国の人々への理解を深めて
いただこうと、世界食料デー芦
屋大会実行委員会と日本国際飢
餓対策機構が主催して、世界食
料デーの取り組みの一環として
毎年行われているものです。
　20回目を迎えた今年は、フィ
リピン、バングラデシュ、カン
ボジア、ウガンダ、ボリビアの
５ヶ国から計104点の子どもた
ちの絵が集まりました。
　今年のテーマは『毎日食べて
いるもの』です。大阪府立茨
木支援学校美術科教諭の奥野泰
孝、洋画家の川畑勝美両氏に

よって16点の受賞作品が選ばれ
ました。

国際大賞・金賞　　
モニシャ（10才）　
バングラデシュ（女）

作者コメント：私の家族を描き
ました。お母さんがケーキを
作っています。このケーキは普
通、小麦粉、砂糖、ココナッツ
で作ります。お母さんがケーキ
を作り、私がお皿の上で飾りを
つけています。弟がおいしい食
べものができるのを待っていま
す。
講評：色使いがとても面白い。
色を混ぜ合わせてわざと少しく
すんだような感じを出している
ところが素晴らしい。べた塗り
の構図がかえって目をひき、家
族の様子がとてもよく伝わって

くる。構成力もすばらしい。

国際大賞・銀賞
マリソル・フロレス（12才）
ボリビア（女）

作者コメント：日々の食事に感
謝をささげます。
講評：テーマ性が素直に伝わっ
てくる。家族の団らんの様子が
楽しい。

■児童画貸し出しについて

　毎年、テーマに沿った子ども
たちの絵が、６～９ヶ国から約
100枚大阪事務所に届けられま

す。開発途上国の子ども
たちを取り巻く環境や
子どもたちの夢などの国
際理解にお役立てくださ
い。貸し出しご希望の方
は、大阪事務所　吉田ま
で。

飢餓対策
NEWS
６

　世界里親会では2011年１月か
らフィリピン・ミンダナオ島・
カバンラサン地区で200人の子
どもの支援を始めます。
　私は2010年11月に現地を訪問
しました。支援の対象となって
いるのはこの地域の中でも最も
貧しい生活をしている子どもた
ちです。
　この地域では、道路のほとん
どは舗装されておらずガタガタ
です。雨が多い地域なので、未
舗装路向きのバイクでさえも泥
沼のような水溜りにタイヤがめ
り込んでしまったり、転倒した
りしてしまいます。訪問期間中
私たちが乗った四輪駆動車も、

悪路のため３回もパンクしてし
まいました。
　里子になる予定の子どもたち
の家庭を訪問する途中、小さな
子どもがとぼとぼとうつむき加
減に歩いているのを見ました。
その子は痩せていて、服もボロ
ボロでした。私はそのような状
況の子どもを目の当たりにして
ショックを受けました。カバン
ラサンの人々を15年にわたっ
て支えてきたコン氏は、「この
様な子どもは珍しくはなく、出
稼ぎに行っている父親の収入だ
けでは食べることもままないの
で、母親も働いている状況で
す。生きていくためには小さな
子どもでさえも、地主の畑仕事
をしなければいけない場合があ
ります。」と語りました。訪問
した家庭の中にも両親が不在で
家族の様子がわからない家庭も
ありました。
　この子どもたちがこのまま通
学できずに大人になると、貧困

の中で同じ状態が繰り返され
ることになります。この地域
の人々は、この現状から抜け出
すことができるという思いすら
持つことができないでいるので
す。世界里親会は、人々が生活
を変えていけるという希望を持
ち、その希望がかなえられるお
手伝いをする働きです。
　世界里親会では、このような
200人の子こどもたちを支援し
てくださる里親さんを募集して
います。地域の子どもたちは一
日一食以下で、なんとか飢えを
しのいでいるという現状です。
　成長に必要な食べ物が与えら
れ、子どもたちが将来に希望を
持って勉強できるような環境を
整えるために、皆様の力を貸し
て頂けないでしょうか。是非、
カバンラサンの子どもたちの里
親になってください。よろしく
お願い致します。
（報告：世界里親会・向頭）
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同地区では働く子をよくみかけました

世界里親会

活動地のこども

〜200人の子どもたちが里親さんを待っています〜

芦屋国際児童画展
1989年、兵庫県芦屋市在住の洋画家を中心とする日
本国際飢餓対策機構の支援者の方々が、芦屋市の子
どもの絵画を集めて絵画展を行いました。翌年、開
発途上国への関心や理解を深めていくために、日本
国際飢餓対策機構が活動している国の子どもたちの
絵も一緒に展示してはどうか、という提案を受けて
『芦屋国際児童画展』が始まりました。以来毎年開
催され、参加した開発途上国の子どもたちに絵の具
やクレパスなどの画材が贈られています。

第20回
芦屋国際児童画展
2010世界食料デー
芦屋大会実行委員会

◦テーマ◦
「毎日食べているもの」

金賞

銀賞

フィリピン・ミンダナオ島
カバンラサン地区 里子支援スタート!!

※前回のニュースレター245号で地区の名前をカランバサンとしましたが正しくはカバンラサンでした。


